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眸
先
生
の
句
集
は
出
版
さ
れ
る
度
に
当
時
の
「
俳
句
」
や
「
俳
句
研
究
」、「
俳
句
朝
日
」

等
で
特
集
さ
れ
た
。『
矢
文
』
の
時
は
平
成
6
年
の
「
俳
句
研
究
」
10
月
号
の
シ
リ
ー
ズ
平

成
新
俳
壇
で
「
岡
本
眸
の
世
界
」
が
特
集
さ
れ
た
。〈
眸
論
〉
の
執
筆
者
は
関
森
勝
夫
、
神

蔵
器
、
斎
藤
夏
風
、
宮
津
昭
彦
、
大
井
雅
人
、
岡
本
高
明
、
西
村
和
子
の
7
氏
。
そ
の
中
の

大
井
雅
人
氏
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た
俳
誌
「
と
ち
の
木
」（
川
崎
雅
子
代
表
）
10
月
号
が
送

ら
れ
て
き
た
。〈
点
し
た
る
灯
が
落
ち
着
い
て
梨
剝
き
出
す
〉
な
ど
10
句
の
明
り
の
句
を
揚

げ
た
眸
論
は
魅
力
が
あ
る
。
今
ま
た
眸
俳
句
が
広
く
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
。


